
 

平成２１年度 「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業 

 

モ デ ル 事 業 名 再生された廃校を活用した高齢者地域のコミュニティ活性化支援事業 

対 象 地 域 熊本県天草市牛深町元下須・天附地区（下須島全域） 

対 象 地 域 の 概 要  

提 案 内 容 の 概 要 限界集落に近い地域においては「井戸端拠点」となる機能の再生が有効と思われる。その拠点を集落

機能の中心と捉えた場合、生活機能（買い物、郵便、医療、文化・交流等）の集約化を図ると同時に交

通手段の確保と組み合わせ課題解決型の活動を展開することがコミュニティの創生につながると思わ

れる。 

提案する活動の内容 

（１）地域の課題 

 

Ｈ20年度事業にて、下須島全世帯を対象に実施したアンケート結果及び地域のオピニオンリーダーか

ら構成したワークショップでは、住民の交流についての課題は「定例の行事（催し物）も無くなった」

「若い世代と高齢者の生活パターンが違う」「移動手段がないのでコミュニケーションが活性化しない」

などに集約されており、新たな公共交通サービスへ向けての検討組織の設立に向けての活動の継続を行

うこととした。 

また、ミニ社会実験「下須島お助け交通」利用者アンケートでも、利用者負担を行っても構わないの

で継続した運行を望む意見が多かったことと、現在の天草市における要介護者のタクシー利用者へのタ

クシー券補助負担額も下須島で年間800万ほど計上されており、福祉有償運送を兼ね備えた新たな公共

交通の発生は、行政の負担軽減にも貢献できるものと考えられ、交通空白地域である下須島が求める新

しい地域公共交通は、「デマンド型乗合タクシー」であることを確認した。 

（２）活動内容の案 
活動① ：検討協議会の設立運営 

 
内容 ：デマンド型乗合タクシーの試験運行を実施目標として、行政・交通サービス事業者・地元との

コンセンサス形成のための検討協議会を設立し運営する。（６月～８月の計６回） 

 

 
活動② ：デマンド型乗合タクシーの実施・運営 

 

 

内容 ： 検討協議会の決定事項を踏まえ、事業計画の策定と運行許可申請を行い、９月～１月の５ヶ月

間の試験運行を行う。また、試験運行期間中は利用者のアンケートを随時行い、本格運行時に反

映させる。 

   また、試験運行結果を受けての課題等についてワークショップを行い、地域が作り上げる新たな

公共交通サービスがコミュニティ活性化手段であることの確認と本格運行へステップアップさ

せる。 

応 募 団 体 名 特定非営利活動法人 ひと・学び支援センター熊本 
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廃校となった中学校を活用した 
コミュニティづくり 熊本県天草市 
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